
（別紙４）

～ 2025年　2月　15日

（対象者数） 5 （回答者数） 3

～ 2025年　2月　4日

（対象者数） 2 （回答者数） 2

～ 2025年　2月　21日

（対象数） 3 （回答数） 3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

訪問時の様子を事業所内でしっかりと共有することで個々の

ニーズを見極め療育に繋げていく

取り組みの内容や児童の反応等を訪問先の先生方にも共有し

連携を図る

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
記録作成後の情報共有を徹底し、どのように療育に繋げてい

くのかという点について共通理解を深める

2

3

保育経験豊富な職員が訪問支援員として伺うことで、現場での

困りごとへの理解を深められる。また、そこからの改善点や

個々に合った対応方法等を提案することができる

訪問先での様子を保護者に丁寧にフィードバックすると

共に、家庭での関わり方の提案等も行っている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

訪問支援員以外の職員も保育所等訪問支援に関しての理解度を

高める

訪問先施設と連携を図ることの重要性を全職員が再度認識する

必要がある

2025年　1月　25日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年　4月　1日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 2025年　2月　3日

○事業所名 てんてん

○保護者評価実施期間 2025年　1月　25日

○保護者評価有効回答数

保育所等訪問支援事業所における自己評価総括表公表


